
2024年1月1日に発生した能登半島地震では建物倒壊、津波、火災など多様な被害が発生し、現在も復旧・復興

へ向けた取り組みが進められています。今回の講座では、能登半島地震被災地の実態を報告するとともに、能登

半島地震の被害から学ぶ災害への備えを解説します。

※感染症の流行や自然災害等の影響により、日程・開催方法・開催内容等が変更となる場合があります。
※お申込みの際の個人情報は、申込後の事務連絡、統計資料等の作成および本学公開講座等のご案内に
使用いたします。利用目的以外の使用については、一切いたしません。

大阪公立大学 I-siteなんば
(大阪市浪速区敷津東2-1-41 南海なんば第1ビル2階)

会 場

100名（先着順）定 員

2,000円（全４回分）受講料

本学Webサイトからお申し込みください。申込方法

能登半島地震の発生の背景と地震によ
る地盤災害
能登半島地震は、半島北側の海域に走る活断層が活動して発生し

ました。この地震は以前から生じていた群発地震や半年ほど前の

規模のやや小さな地震などとの関連性があるとされ、地下の熱水

の影響が指摘されています。能登半島地震の発生の背景と、地震

で生じた地盤液状化・斜面災害などについて解説し、大阪での今

後の地震災害にまつわる災害リスクを考えます。

大阪公立大学 名誉教授

9月12日(木) 18:30-20:00第2回

三田村 宗樹 難易度★★

能登半島地震における建物被害と人的
被害

能登半島地震では強烈な地震動により多くの建物が倒壊し、死傷

者が発生しました。死者の死因は阪神・淡路大震災と同様であり、

発生が懸念される南海トラフ地震でも建物被害からいかに生き残

るかが肝心です。また、阪神・淡路大震災と異なり、能登半島地

震は午後4時台の発生で多くの人が起床した状態でした。強烈な

揺れの中で人々はどのような行動をとったのか。建物倒壊から命

を守る方法を考えます。

大阪公立大学 都市科学・防災研究センター 専任研究員
現代システム科学研究科 教授

9月 5日(木) 18:30-20:00第1回

生田 英輔 難易度★★

9月19日(木) 18:30-20:00

能登半島地震における津波発生のメカ
ニズムと津波防災

能登半島地震で発生した津波は、東日本大震災で発生した津波と

は発生の要因が異なりました。本講座では、一般的な波と津波の

違いを説明するとともにさまざまな津波の発生要因を整理して紹

介し、津波に対する備えや、いのちを守るためにとるべき行動に

ついて考えます。

大阪公立大学 理事・副学長
都市科学・防災研究センター 所長

第3回

重松 孝昌 難易度★★

混乱し続ける被災者支援と能登半島地
震での試み
大規模災害が起こると、1995年の阪神・淡路大震災とそう変わ

らない避難所の光景が今でも繰り返されます。このことに代表さ

れる被災者支援が混乱する構造や、これを踏まえて能登半島地震

を含めた近年の大規模災害で試みられている被災者支援の取り組

みを説明し、私たちはどう備えるべきかを考えます。

大阪公立大学大学院 文学研究科 准教授
都市科学・防災研究センター 兼任研究員

9月26日(木) 18:30-20:00第4回

菅野 拓 難易度★★

大阪公立大学 社会連携課
✉ gr-shak-kouza4c@omu.ac.jp

問い合わせ先

大阪公立大学公開講座 検索

こちらからも
お申し込みが
可能です

申込締切

9/1(日)


